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郭1：二段構造の平場で、南北東の 3 箇所に

虎口があります。南虎口から東虎口の間の土塁

内側には雛壇状の石積みが発掘調査で見つかっ

ています❶（埋め戻し）。郭内には 5 棟以上の建

物と虎口に門が建つことが、掘立柱建物跡（柱

穴）と礎石の存在から想定されます。

❾櫓台状の高まり。架橋部分⓫

に対して横矢が掛ります。

※横矢：城内から敵に対して 2

方向以上から攻撃すること。

⓫郭４から郭２腰郭へは大堀切

に橋を架けて渡っていました。

橋は残っていません

が、堀切❹の上に橋

を架けていました。

橋台側面には石積み

が残っています。

❼現在は細長い田んぼ。

田んぼ以前は、大福寺平

場に対する溝堀であった

ことが発掘調査で判明し

ています。

郭３切岸面に積まれた緑泥石片岩に

よる大規模な石垣（石積み遺構）。

板状に割れる特徴を活かして長辺を

正面に揃えた積み方をしています。

総延長約１２０ｍ、最大高５ｍ。

掘立柱建物跡

土塁内側雛壇石積み

南虎口石積み

郭３石垣
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元の地形を掘り窪めて、内

側の岩盤を直角に掘削して

います。敵が真っすぐ進め

ないようにするために通路

を規制しています。
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堀切4

もともとあった岩盤を幅５

ｍ、最大高３ｍで掘り切っ

ています。この堀切によっ

て出た大量の石材はいった

いどこへ。

大福寺平場

この城最大の堀切です。ク

ランクした横堀と竪堀を組

み合わせています。

10 大堀切

橋台6

家族を守るため
領土を守るため
命をかけて

※地形や発掘調査の成果等をもとに描かれています。
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